
北湊みかん積み出し地跡
　寛永年間に芽生えて、享保に至って大成したといわれ
ている蜜柑方（みかんの共同出荷組織）が長い間の経験
によって考案されました。北湊に蜜柑方会所を設け、有田
一円から有田川を平田船に積んで川口まで下ってきたみ
かんを、蜜柑方を通し、小舟で地の島近くに停泊してい
る本船に積みかえて、江戸へ向け出航していきました。
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2有権者が政治家に寄附を求めることは禁止されています 市議会だより

＊ 9 月 定 例 会 ＊＊ 9 月 定 例 会 ＊＊ 9 月 定 例 会 ＊
９月定例会は、２日から28日までの27日間で行われました。

令和４年有田市議会９月定例会日程令和４年有田市議会９月定例会日程
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予算決算委員会

（議案調査）

【総務建設委員会】
（９月15日）
議案第34号　有田市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
 ※地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正に伴うもの
 【主な内容】
 　育児休業の取得回数制限の緩和等
 　非常勤職員の子の出生後８週間以内の育児休業取得要件の緩和

 採決：異議なし（　可　決　）

議案第39号　工事請負契約の変更について
 ※新都市公園整備工事（その３）請負契約の一部を変更するため
 　変 更 契 約 金 額　１０億２,０４９万３,１００円（消費税込）
 　変更による増加額　　　　９,７５９万３,１００円

 採決：異議なし（　可　決　）

各常任委員会の主な内容各常任委員会の主な内容

委員長報告、質疑、討論、
議案審議



3 市議会だより 政治家が病気見舞を出すことは禁止されています

議案第40号　工事請負契約の変更について
 ※新都市公園整備工事（その４）請負契約の一部を変更するため
 　変 更 契 約 金 額　６億９,０１６万９００円（消費税込）
 　変更による増加額　　　５,７９２万２,７００円

 採決：異議なし（　可　決　）

議案第41号　工事請負契約の変更について
 ※新都市公園整備工事（その５）請負契約の一部を変更するため
 　変 更 契 約 金 額　２億５,０６７万６,８００円（消費税込）
 　変更による増加額　　　６,５７６万７,９００円

 採決：異議なし（　可　決　）

議案第42号　動産の買入れについて
 ※消防ポンプ自動車の購入
 　数量：１台
 　買入れ予定価格：４,１３６万円（消費税込）

 採決：異議なし（　可　決　）

【文教厚生委員会】
（９月16日）
議案第35号　有田市議会議員及び有田市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例
 及び有田市議会議員及び有田市長の選挙における選挙運動用ビラの作成の公費
 負担に関する条例の一部を改正する条例
 ※公職選挙法施行令の一部改正に準じるもの
 【主な内容】
 　選挙運動用自動車の使用
 　選挙運動用ポスターの作成
 　選挙運動用ビラの作成
 　上記の公費負担に係る限度額を引き上げるもの

 採決：異議なし（　可　決　）

議案第43号　公の施設の指定管理者の指定について
 【主な内容】
 　対象施設：有田市民球場、有田市民体育館、初島庭球場
 　指定する団体：和歌山県有田市港町11番地岩田自動車内
 　　　　　　　　特定非営利活動法人　和歌山箕島球友会
 　　　　　　　　理事長　桑原 太郎
 　指定の期間：令和５年４月１日から令和10年３月31日まで

 採決：異議なし（　可　決　）



4政治家が選挙区内の方にお金や物などを贈ることは禁止されています 市議会だより

【予算決算委員会】
（９月20日）
議案第36号　令和４年度有田市一般会計補正予算（第３号）
 補正予算額　２億６,６９７万５千円を増額
 【主な事業】
 　・企画事務事業：１,６２４万３千円

　有田周辺広域圏事務組合・特別養護老人ホーム潮光園新築移転工事における建設資材の価
格高騰に伴い追加された工事請負費に対し、構成市町（1市3町）からの負担分を追加するも
ので、有田市分の1,624万3千円を補正。なお、財源の一部は、緊急防災・減災事業費を活用。

 　・保田保育所改築事業：１,５４８万８千円
　有田市立保育所再編基本計画に基づき改築設計業務を現在行っている保田保育所において、
既存園舎の一部を先行解体するための工事費1,496万円及び工事監理委託料52万8千円を補正。

 　・新型コロナウイルスワクチン接種事業：６,５７７万１千円
　追加的に免疫を高めるため、初回（1・2回目）接種を終えた方等を対象として、オミク
ロン株に対応したワクチン接種を実施するにあたり、本年度末までに必要な費用を見込み、
接種委託料5,078万5千円及び事務費1,498万6千円を追加補正。

 　・有和中学校建設事業：８,５００万円
　有田市立有和中学校建設工事における建設資材の価格高騰に伴い追加が見込まれる工事
請負費8,500万円を補正。なお、財源は、地方債及び基金からの繰入金を活用。
採決：異議なし（　可　決　）

議案第37号　令和４年度有田市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
 補正予算額　１,０５５万８千円を増額
 【主な内容】
 　　過年度保険給付費等交付金の返還金などに要する費用を補正。

採決：異議なし（　可　決　）

議案第38号　令和４年度有田市立病院事業会計補正予算（第１号）
 補正予算額　９,２５１万９千円を増額
 【主な内容】

令和８年の開院を予定している新有田市立病院建設に対する工事設計業務を令和４年度か
ら令和６年度にかけて実施するための委託料を補正。
建設工事設計業務委託料　　　　２億４,５０３万７千円（債務負担行為額を含む）
令 和 ４ 年 度 予 算 額　　　　　　７,３５１万１千円
令和５・６年度債務負担行為額　１億７,１５２万６千円
採決：異議なし（　可　決　）

（９月20日、21日、22日）
決算第１号　令和３年度有田市一般会計歳入歳出決算の認定を求めることについて
 　　歳入：２２３億２,２７７万７千円
 　　歳出：２１７億３,７１９万３千円
 　　差引：　　５億８,５５８万４千円

採決：異議なし（　認　定　）

決算第２号　令和３年度有田市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて
 　　歳入：　４３億４,４０９万３千円
 　　歳出：　４１億６,０６７万４千円
 　　差引：　　１億８,３４１万９千円

採決：異議なし（　認　定　）



5 市議会だより 政治家が入学・卒業・出産などの祝儀を出すことは禁止されています

決算第３号　令和３年度有田市初島財産区特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて
 　　　　　歳入：　　　　　５１８万３千円
 　　　　　歳出：　　　　　３４７万３千円
 　　　　　差引：　　　　　１７１万円
 　　　　　採決：異議なし（　認　定　）

決算第４号　令和３年度有田市漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて
 　　　　　歳入：　　　５,６２０万円
 　　　　　歳出：　　　５,６１６万４千円
 　　　　　差引：　　　　　　　３万６千円
 　　　　　採決：異議なし（　認　定　）

決算第５号　令和３年度有田市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて
  　　　　　歳入：３４億１,６３９万２千円
 　　　　　歳出：３２億１,２６４万７千円
 　　　　　差引：　２億３７４万５千円
 　　　　　採決：異議なし（　認　定　）

決算第６号　令和３年度有田市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて
 　　　　　歳入：　８億４,７０７万３千円
 　　　　　歳出：　８億３,６３７万８千円
 　　　　　差引：　　　１,０６９万５千円
 　　　　　採決：異議なし（　認　定　）

決算第７号　令和３年度有田市上水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定を求めることについて
 【収益的】　歳入：　５億７５３万４千円
 　　　　　歳出：　４億３,８６５万８千円
 　　　　　差引：　　　６,８８７万６千円
 【資本的】　歳入：　１億３,０２１万８千円
 　　　　　歳出：　３億４,６３８万２千円
 　　　　　差引：△２億１,６１６万４千円
 　　　　　採決：異議なし（　認　定　）

決算第８号　令和３年度有田市立病院事業会計決算の認定を求めることについて
 【収益的】　歳入：３４億５,３６８万４千円
 　　　　　歳出：２９億８７５万５千円
 　　　　　差引：　５億４,４９２万９千円
 【資本的】　歳入：　１億７,４２７万３千円
 　　　　　歳出：　３億２,４６７万１千円
 　　　　　差引：△１億５,０３９万８千円
 　　　　　採決：異議なし（　認　定　）

※各議案に対する各委員会での質疑応答内容につきましては、市議会ホームページの
委員会議事録をご覧ください。（ただし議事録については時間を要するため後日掲
載されます）



6政治家が町内会の行事や催物に寸志や飲食物を差し入れることは禁止されています 市議会だより

議案第34号

議案第35号

議案第36号

議案第37号

議案第38号

議案第39号

議案第40号

議案第41号

議案第42号

議案第43号

議案第44号

議案第45号

決算第 1 号

決算第 2 号

決算第 3 号

決算第 4 号

決算第 5 号

決算第 6 号

決算第 7 号

決算第 8 号

報 第 3 号

報 第 4 号

－－－－－－－－－－

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

同意

同意

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

報告

報告

可決

議案番号 件             名 議　決
年月日 可否

令和４年９月定例会審議結果表令和４年９月定例会審議結果表

4.9.28
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〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

4.9.2

〃

4.9.28

有田市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

有田市議会議員及び有田市長の選挙における選挙運動の公費負担に関
する条例及び有田市議会議員及び有田市長の選挙における選挙運動用
ビラの作成の公費負担に関する条例の一部を改正する条例

令和４年度有田市一般会計補正予算（第３号）

令和４年度有田市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

令和４年度有田市立病院事業会計補正予算（第１号）

工事請負契約の変更について

工事請負契約の変更について

工事請負契約の変更について

動産の買入れについて

公の施設の指定管理者の指定について

公平委員会の委員の選任について

初島財産区管理委員の選任について

令和３年度有田市一般会計歳入歳出決算の認定を求めることについて

令和３年度有田市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定を求める
ことについて

令和３年度有田市初島財産区特別会計歳入歳出決算の認定を求めるこ
とについて

令和３年度有田市漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定を求
めることについて

令和３年度有田市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定を求めること
について

令和３年度有田市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定を求め
ることについて

令和３年度有田市上水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定を求め
ることについて

令和３年度有田市立病院事業会計決算の認定を求めることについて

令和３年度決算に基づく有田市健全化判断比率について

令和３年度決算に基づく有田市資金不足比率について

議員派遣の件について



7 市議会だより 政治家はお祭りに寄附や差し入れをすることは禁止されています

令和４年９月定例会　一般質問通告一覧表
令和４年９月13日【　午　前　10：00　】

令和４年９月定例会　議案質疑通告一覧表 令和４年９月13日

順
位 氏　名 発　　言　　の　　要　　旨

1
上野山善久
【政　有　会】

2

上 山 寿 示
【自由民主党　
　有田クラブ】

3

4

5
成 川 　 満
【政　有　会】

岡 田 行 弘
【公　明　党】

6

中西登志明
【政　有　会】

小 西 敬 民
【日本共産党】

岡 田 行 弘
【公　明　党】

〔一 問 一 答〕

１．有田市の小中学校におけるＩＣＴの活用について
　⑴有田市における教員のタブレット端末を使いこなすスキルの習熟度やスキル
　　アップに向けた取り組みについて
　⑵タブレット端末を使った各学校のデジタル教科書の普及や活用の現状について
　⑶オンライン授業の実施状況について

議案第43号　公の施設の指定管理者の指定について

指定する団体について
　①選定方法
　②決定理由
　③修繕等について

１．「ＡＬＬ  ＡＲＩＤＡ  協議会２０２５」の取り組みについて
　⑴令和４年度の事業進捗状況
　⑵万博開催までの事業計画

１．学校給食費無償化について
　⑴現状と課題について
２．加齢性難聴になった人への補聴器購入への補助について
　⑴現状と課題について

１．ＥＮＥＯＳ（株）和歌山製油所撤退について
　⑴跡地利用のアイディア募集の状況について
　⑵ＥＮＥＯＳ（株）との会議の内容について
　⑶市としての提案、今後の市の考えについて

１．有田公園について
　⑴公園の現況について
　⑵公園の整備について
　⑶伝統を生かし未来へ繋ぐ

１．学校教育について
　⑴子どもの眼の健康について
　⑵ＨＳＣの周知と配慮について
２．帯状疱疹を未然に防ぐために
　⑴ワクチンの効果をどのように考えるか
　⑵ワクチンの周知と接種の推進はなされているか
　⑶ワクチン接種の助成についての考えは
３．男性用個室トイレへのサニタリーボックス設置について
　　⑴市の見解を伺う

一般質問・
議案質疑の
動画がご覧
になれます。
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２
０
２
５
年
の
大
阪
・
関
西
万

博
は
、
４
月
か
ら
約
６
か
月
間
、
大

阪
市
夢
洲
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

万
博
を
訪
れ
る
人
た
ち
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
て
、
有
田
市
へ
誘
客

し
、
地
域
経
済
の
発
展
に
つ
な
げ
る

活
動
を
、
商
工
業
・
水
産
業
・
農
業
・

観
光
業
が
連
携
し
た
民
間
主
導
の
協

議
会
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
進
捗

状
況
と
万
博
開
催
ま
で
の
事
業
計
画

に
つ
い
て
説
明
願
い
ま
す
。

　　

令
和
４
年
度
は
、
県
外
向
け
イ

ベ
ン
ト
Ｐ
Ｒ
と
デ
ジ
タ
ル
広
告
配
信

を
両
輪
と
し
、
京
阪
神
や
首
都
圏
で

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
進
め
て
い

ま
す
。
伊
丹
空
港
で
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
出
店
、
空
港
ラ
ウ
ン
ジ
で

有
田
み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
の
提
供
、
国

内
線
の
機
内
で
有
田
市
Ｐ
Ｒ
動
画
が

放
映
さ
れ
ま
す
。
そ
の
動
画
を
駅
や

高
速
道
路
Ｓ
Ａ
で
広
告
配
信
に
も
活

用
し
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
以
降
は
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
回
復
を
見
据
え
、
外
国
人
観

光
客
の
誘
客
を
促
進
す
る
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
と
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も

た
ち
が
万
博
に
関
わ
る
機
会
を
創
出

す
る
た
め
、
教
育
と
連
携
し
ま
す
。

　　

有
田
市
を
知
っ
て
来
て
も
ら
い

楽
し
ん
で
も
ら
う
、
仕
掛
け
と
仕
組

み
を
作
り
出
す
こ
と
が
「
Ａ
Ｌ
Ｌ　

Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ａ　

協
議
会
２
０
２
５
」

で
す
。
西
部
だ
け
で
な
く
、
東
部
の

熊
野
古
道
や
糸
我
稲
荷
神
社
な
ど
、

地
域
の
特
色
を
活
か
し
、
万
博
開
催

後
も
こ
の
施
策
を
続
け
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
が
市
長
の
ご
意
見
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　　

す
ぐ
に
効
果
が
目
に
み
え
る
も

の
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
万

博
と
そ
の
先
の
未
来
に
向
け
て
、
誘

客
促
進
で
来
訪
数
・
観
光
消
費
増
大

に
つ
な
げ
地
域
経
済
発
展
の
た
め
活

動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

「
Ａ
Ｌ
Ｌ　
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ａ

協
議
会
２
０
２
５
」
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

質

質答

上野山善久
（ 政 有 会 ）

　　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ
た
各

学
校
の
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
普
及
や

活
用
の
現
状
に
つ
い
て
。

　　

今
年
度
は
市
内
各
学
校
に
お
け

る
各
種
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
効
果
的

な
活
用
に
つ
い
て
検
証
を
進
め
、
効

果
が
高
い
と
思
わ
れ
る
教
科
に
つ
い

て
は
、
国
の
本
格
導
入
を
待
た
ず
に

積
極
的
に
導
入
を
進
め
、
児
童
・
生

徒
の
自
発
的
な
学
び
に
繋
げ
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　　
　

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
導
入
状

況
に
つ
い
て
、
今
年
度
は
本
格
導
入

に
向
け
、
検
証
中
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
教

科
書
は
児
童
生
徒
の
学
び
に
有
効
で

あ
る
部
分
が
非
常
に
多
い
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
積
極
的
な
導
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

　　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推

進
に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
及
び

有
田
市
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
時
代

の
教
育
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い

て
。

　　

令
和
４
年
度
は
、
昨
年
度
に
立

ち
上
げ
た
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
発
展
さ
せ
、
目
的
に

応
じ
た
会
議
や
研
修
を
継
続
的
に
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
の
時
代
で
あ
る
か
ら

こ
そ
、
リ
ア
ル
な
体
験
を
通
じ
て
学

ぶ
こ
と
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
す

る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
良
さ
を
最

大
限
に
生
か
し
た
授
業
改
善
、
さ
ら

に
は
家
庭
な
ど
学
校
外
で
の
学
び
の

充
実
な
ど
、
一
人
一
人
の
子
供
を
主

語
に
し
た
学
校
教
育
の
展
開
を
目
指

し
、
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　　
　
「
一
人
一
人
の
子
供
を
主
語
に

し
た
学
校
教
育
の
展
開
」
と
あ
る
よ

う
に
、
学
び
の
主
役
が
誰
な
の
か
を

と
こ
と
ん
議
論
し
て
い
た
だ
き
、
有

田
市
の
よ
り
良
い
学
び
の
場
づ
く
り

に
邁
進
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

有
田
市
の
小
中
学
校
に

お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

に
つ
い
て
【
一
部
抜
粋
】

質

質答

答

要
望

要
望

中西登志明
（ 政 有 会 ）

答
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１
月
25
日
に
来
年
10
月
の
操
業

停
止
の
発
表
が
あ
り
、
市
へ
跡
地
活

用
案
の
募
集
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
な
提
案
を
し
た
の
か

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　　

水
素
備
蓄
や
輸
送
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
所
を
有
す
る
木
材
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
、
Ｓ
Ａ
Ｆ
（
航
空
燃
料
）

の
製
造
、
Ｃ
Ｏ
２
を
利
用
し
た
合
成

燃
料
の
製
造
、
み
か
ん
等
を
原
料
と

し
た
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造
プ
ラ

ン
ト
、
Ｅ
Ｖ
車
搭
載
バ
ッ
テ
リ
ー
製

造
工
場
等
の
、
の
べ
59
件
の
意
見
を

地
域
の
皆
様
か
ら
頂
戴
し
提
出
し
て

い
ま
す
。

　　

跡
地
に
太
陽
光
発
電
が
設
置
さ

れ
る
と
の
報
道
も
あ
り
ま
す
が
、
今

後
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　　
「
和
歌
山
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電

所
」
に
つ
い
て
は
、
製
油
所
停
止
公

表
以
前
か
ら
計
画
さ
れ
て
い
た
も
の

で
あ
り
、
今
後
の
活
用
方
法
が
全
て

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
に
な
っ
た
と
い
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
と
し
て

は
、
活
用
案
が
地
域
の
雇
用
創
出
に

つ
な
が
り
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
社
会
を
見
据
え
た
、
地
域
資
源
と

親
和
性
が
あ
る
も
の
に
な
る
よ
う
申

し
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
の
最

重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、
和
歌
山
製

油
所
エ
リ
ア
が
将
来
に
わ
た
り
持
続

可
能
で
有
用
な
場
所
と
な
る
よ
う
に

今
後
も
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
検
討
が

な
さ
れ
る
よ
う
要
望
・
協
議
し
て
い

き
ま
す
。

　　
　

今
の
案
以
外
に
も
、
漁
礁
が

で
き
魚
が
増
え
る
と
さ
れ
る
洋
上
風

力
発
電
や
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
活
用
し
た
水
素
工
場
、
バ
イ
オ
工

場
な
ど
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

シ
テ
ィ
の
有
田
市
と
し
て
進
め
て
ほ

し
い
。
絵
に
描
い
た
餅
に
な
ら
な
い

よ
う
、
具
現
化
で
き
る
こ
と
を
考
え

て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
㈱
和
歌
山

製
油
所
撤
退
に
つ
い
て

質質

答

　　

県
学
校
給
食
補
助
調
査
に
よ
る

と
、
紀
の
川
市
、
新
宮
市
に
お
い
て

令
和
３
年
度
か
ら
無
償
化
を
実
施
。

御
坊
市
は
一
部
補
助
と
な
っ
て
い
ま

す
。
本
市
に
お
い
て
も
、
こ
の
件
を

考
え
る
時
期
と
な
っ
て
い
る
と
考
え

ま
す
。
全
国
平
均
で
は
、
保
護
者
負

担
月
額
は
小
学
生
４
，４
５
０
円
、

中
学
生
４
，８
９
０
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
本
市
の
学
校
給
食
の
現
状
と

実
態
に
つ
い
て
お
答
え
下
さ
い
。

　　
（
教
育
長
）
保
護
者
負
担
金
は
一

食
あ
た
り
小
学
生
２
４
０
円
、
中
学

生
２
６
５
円
で
金
額
は
９
，５
４
６
万

円
で
す
。（
内
要
保
護
・
準
要
保
護
児

童
生
徒
へ
の
負
担
額
は
１
，０
８
２

万
円
、
対
象
児
童
数
は
小
学
生
１
４

０
人
、
中
学
生
92
人
）
費
用
負
担
に

つ
い
て
は
、保
護
者
負
担
と
し
た
い
。

（
市
長
）
社
会
全
体
で
の
サ
ポ
ー
ト

と
し
て
「
マ
リ
ー
・
ユ
ー
」
を
令
和

３
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
給

食
費
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
負
担
で

お
願
い
し
ま
す
。

加
齢
性
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購
入
へ

の
補
助
を

　　

こ
の
間
２
回
と
り
上
げ
て
質
問

し
て
い
ま
す
が
、
県
議
会
、
橋
本
市
、

和
歌
山
市
は
、「
難
聴
者
の
補
聴
器

購
入
へ
の
公
的
支
援
を
求
め
る
意
見

書
」
を
決
議
し
ま
し
た
。
本
市
に
お

い
て
も
一
歩
前
進
さ
せ
る
た
め
に
実

態
調
査
を
実
行
す
べ
き
だ
と
考
え
ま

す
が
お
答
え
下
さ
い
。

　　

加
齢
性
難
聴
の
実
態
調
査
に
つ

き
ま
し
て
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
の

「
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
、
老

人
福
祉
計
画
」
策
定
に
伴
い
、
今
年

度
中
に
、
市
民
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施

し
、
難
聴
補
助
に
関
す
る
項
目
も
追

記
し
、
実
態
把
握
に
努
め
ま
す
。

学
校
給
食
費
無
償
化
に

つ
い
て

質

質答

答

答

小 西 敬 民
（日本共産党）

上 山 寿 示
自由民主党
有田クラブ（　　　　　）

提
言
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男
性
が
、
前
立
腺
が
ん
や
膀
胱

が
ん
の
手
術
後
、
頻
尿
や
尿
漏
れ
の

症
状
が
起
き
や
す
く
な
り
尿
漏
れ

パ
ッ
ド
を
廃
棄
す
る
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
公
共
施
設
で
の
現
在
の
設
置

状
況
、
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。

　　

有
田
市
の
公
共
施
設
に
お
け
る
、

男
性
用
個
室
ト
イ
レ
へ
の
サ
ニ
タ

リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
は
設
置
し
て
お
り
ま

せ
ん
。

　

安
心
し
て
外
出
で
き
る
環
境
と
し

て
、
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置

す
る
こ
と
は
、
非
常
に
有
益
と
考
え

て
い
ま
す
。
誰
も
が
当
た
り
前
に
社

会
参
加
で
き
る
環
境
を
整
え
て
ま
い

り
ま
す
。

子
ど
も
の
眼
の
健
康
に
つ
い
て

　　

有
田
市
の
裸
眼
視
力
１
．０
以
上

の
割
合
は
小
学
生
で
、
平
成
30
年
度

68
．15
％
が
、
令
和
３
年
度
で
は
51
．

91
％
に
、
中
学
生
で
は
、
平
成
30
年

度
44
．57
％
が
、
令
和
３
年
度
で
は

40
．83
％
と
、
裸
眼
視
力
が
低
下
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
ま
す
ま
す
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
が
加
速
す
る
中
で
、
本
市
と
し

て
児
童
生
徒
の
目
の
健
康
予
防
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　　
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
利
用
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
、
小
中
学
校
児

童
生
徒
に
指
導
の
上
、
各
家
庭
へ
配

付
し
て
い
ま
す
。
各
学
校
に
お
い
て

は
、
毎
年
、
年
度
当
初
に
行
う
眼
科

検
診
等
に
お
い
て
児
童
生
徒
一
人
一

人
の
目
の
健
康
状
況
を
て
い
ね
い
に

把
握
し
て
い
き
ま
す
。

　　
　

１
日
２
時
間
以
上
「
外
遊
び
」

を
し
て
い
る
子
ど
も
は
、近
視
の
割
合

が
少
な
い
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。

　

有
効
な
近
視
予
防
対
策
が
、
示
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

他
）
学
校
教
育
、
Ｈ
Ｓ
Ｃ
の
周
知
と

配
慮
に
つ
い
て
・
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
助
成
に
つ
い
て

男
性
用
個
室
ト
イ
レ
へ
の

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス（
汚

物
入
れ
）設
置
に
つ
い
て

質

質答

　　

有
田
公
園
は
、
明
治
34
年
旧
糸

我
村
の
有
志
の
方
々
が
、
糸
我
町
中

番
地
蔵
堂
地
区
の
小
高
い
丘
陵
約

５
，０
０
０
㎡
の
地
に
、
有
田
み
か

ん
栽
培
に
お
け
る
伊
藤
孫
右
衛
門
の

功
績
を
称
え
る
顕
彰
碑
の
建
立
を
計

画
し
た
こ
と
が
始
ま
り
で
あ
り
ま
す
。

　

顕
彰
碑
の
建
立
と
と
も
に
、
周
辺

を
整
備
し
て
「
有
田
公
園
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
小
学
校
の
遠
足
や

桜
の
花
見
に
と
多
く
の
方
々
に
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
有
田
公
園
の
大
部
分
約

４
，０
０
０
㎡
を
所
有
し
て
い
る
宗

教
法
人
安
生
寺
が
解
散
さ
れ
る
と
の

こ
と
で
、
市
に
公
園
用
地
を
受
け

取
っ
て
欲
し
い
と
の
要
望
を
受
け
て

お
り
ま
す
が
、
今
日
ま
で
合
意
に

至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　　
　

有
田
公
園
は
大
変
眺
望
の
良

い
と
こ
ろ
で
し
て
、
多
く
の
人
々
に

親
し
ま
れ
て
来
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

近
年
で
は
時
の
流
れ
に
よ
っ
て
雑
木

が
成
長
し
て
生
い
茂
り
、
折
角
の
景

観
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
是
非
こ
の
機
会
に
、
関

係
者
の
方
々
の
ご
理
解
と
、
地
元
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
、

市
の
方
で
市
立
公
園
と
し
て
の
条
例

化
を
図
り
、
市
民
の
皆
様
の
憩
の
場

と
し
て
、
又
、
周
辺
に
は
く
ま
の
古

道
を
は
じ
め
数
々
の
名
所
、
旧
跡
が

集
中
し
て
所
在
し
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
観
光
の
拠
点
と
し
て
、
そ
し
て
有

田
の
み
か
ん
の
聖
地
と
し
て
、
そ
れ

に
ふ
さ
わ
し
い
適
切
な
整
備
と
維
持

管
理
を
行
う
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

多
く
の
先
人
た
ち
の
ご
尽
力
に
感

謝
し
な
が
ら
、
そ
の
想
い
を
未
来
へ

と
繋
い
で
い
く
こ
と
が
大
事
な
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

市
当
局
に
は
積
極
的
な
取
組
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

有
田
公
園
に
つ
い
て

答

提
言

提
言

答

成 川 　 満
（ 政 有 会 ）

岡 田 行 弘
（ 公 明 党 ）



11 市議会だより 選挙終了後禁止される挨拶行為は、当選御礼の葉書や看板を頒布、掲示すること。ただし、自筆の

常任委員会及び議会運営委員会の
正副委員長が互選されました
常任委員会及び議会運営委員会の
正副委員長が互選されました

経営管理部・経済建設部・出納室・消防本部・消防署
及び農業委員会の所管事項並びに他の委員会に属さな
い事項に関する調査を行い、議案、請願等を審査する。

 委 員 長　堀川　　明　議員
 副委員長　小西　敬民　議員

総務建設委員会

予算及び決算（地方公営企業の剰余金の処分に関す
ることを含む。）に関する調査を行い、議案等を審
査する。

 委 員 長　成川　　満　議員
 副委員長　中西登志明　議員

予算決算委員会

議会の運営、議会の会議規則・委員会に関する条例等
及び議長の諮問事項に関する調査を行い、議案、請願
等を審査する。

 委 員 長　上山　寿示　議員
 副委員長　小西　敬民　議員

議会運営委員会

市民福祉部・水道事務所・教育委員会・選挙管理委員
会・公平委員会及び監査委員の所管事項に関する調査
を行い、議案、請願等を審査する。

 委 員 長　中谷　桂三　議員
 副委員長　上野山善久　議員

文教厚生委員会

※市立病院に関しては、地域医療と有田市立病院のあり方調査特別委員会で取り扱います。
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皆様の議会傍聴を
是非お待ちいたしております! 
次回は12月に開会予定です。
詳しくは、議会事務局へお問い合わせ
ください。（☎83-2443）

　

こ
の
度
、令
和
４
年
９
月
定
例
会

に
お
き
ま
し
て
、第
57
代
有
田
市
議

会
議
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
西
口
正
助
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

伝
統
あ
る
有
田
市
議
会
の
議
長

に
就
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、誠

に
身
に
余
る
光
栄
に
存
じ
ま
す
と

と
も
に
、そ
の
責
任
の
重
さ
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
ず
も
っ
て
、
市
民
の
皆
様
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら

市
議
会
に
対
し
、
格
別
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
こ
と
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
は
異
常
気
象
に
よ

る
自
然
災
害
の
多
発
な
ど
と
と
も

に
、
未
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
収
束
が
見
通
せ
な
い
状

況
で
あ
り
ま
す
。

　

当
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
少
子

高
齢
化
に
伴
う
人
口
減
少
問
題
を

は
じ
め
、
新
市
立
病
院
の
建
設
な

ど
の
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

二
元
代
表
制
の
一
翼
と
し
て
の
責

務
を
自
覚
し
、
市
民
の
皆
様
方
の

ご
期
待
に
沿
え
る
べ
く
執
行
機
関

と
真
摯
に
議
論
を
重
ね
、
諸
課
題

の
解
決
に
向
け
全
身
全
霊
を
傾
注

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
議
会
改
革
に

も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
議
会
基

本
条
例
の
制
定
を
は
じ
め
と
し
た

様
々
な
改
革
を
進
め
て
ま
い
る
決

意
で
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
今
後
と
も
ご
理
解
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

有
田
市
議
会
宇
野
博
治
議
員
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
令
和
4
年
9

月
11
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
7
年
の
初
当
選
以
来
、
連

続
7
期
27
年
務
め
ら
れ
、そ
の
間
、

第
51
代
議
長
、
第
41
代
及
び
第
42

代
副
議
長
、
議
会
運
営
委
員
会
委

員
長
、
各
常
任
委
員
会
委
員
長
等

を
歴
任
さ
れ
、
本
市
の
発
展
に
多

大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
哀
悼
の
意
を
表
し
、
謹

ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

議 

長
　 

西
　
口
　
正
　
助

訃
報
の
お
知
ら
せ
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